
◎夏休み明けの全校集会 
９月１日（月）夏休み明けの全校集会を、暑さ

を考慮してリモートで行いました。 

各教室では、子どもたち一人一人の表情から、

充実した夏休みを過ごしたことが窺えました。 

校長からは、９月からも   

いろいろな行事がありますが、 

学習面・生活面でしっかりと 

目標を持ち、充実した学校生 

活を送ってほしいことを話し 

ました。 

 

 

 

 

 

   

長南町立長南小学校 

令和７年度９月１日 

学校だより第６号 

前期のまとめの 9月、新たな気持ちで出発しましょう。 

◎くず米・リサイクル活動のお願い 
すでにお知らせしたように、９月７日（日）８時３０分より、B＆G のバス乗降待機場所付近にて、

くず米・リサイクル品（ビール瓶）回収を実施いたします。皆様のご協力をお願いいたします。 
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自分の花を咲かせよう！  
ちょうせんする子 

    うんどうを楽しむ子 

          なんでもやりぬく子                                          

子どもたちが植えた校門横のひまわりは盛りを過ぎ種をつけ始めました。暦の

上では、季節は秋となりましたが、まだまだ日中の暑さは続いていおり、秋の気

配もう少し先のようです。 

さて、９月１日(月)、子どもたちは元気に登校しました。 

はじける笑顔から夏休みにいろいろな経験をして心が一回り大 

きくなったように感じられます。今日から、また学校生活が始 

まりました。夏の経験を生かし学校でもさらに大きく成長して 

いってほしいと願っています。学校の生活リズムに戻しながら 

前期のまとめとなる９月を明るく元気に過ごしていきましょう。 

また、６年生は９月１８・１９日（木・金）に箱根・富士方 

面への修学旅行があります。仲間との楽しい思い出をたくさん 

つくってほしいと思います。他の学年も、校外学習や体験学習 

があります。充実した学習活動になることを期待しています。 

９月からも教職員一同、長南小学校の子どもたちの心身の成 

長のために、力を合わせて頑張って参りますので、引き続き保 

護者の皆様のご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

◎第２回避難訓練（火災想定） 
９月１日（月）の「防災の日」に、第２回避難訓

練を中学校と一緒に行いました。 

今回は、火災を想定し、理科室からの出火として

実施しました。子どもたちは、火災なのでハンカチ

で口と鼻を覆いながら速やかに避難をすることが

できました。短時間の訓練ですが、この小さな経験

がいざというときに役立ちます。ご家庭でも、この

機会に防災の話題を取り上げ 

てみてはいかがでしょうか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◎９月のスクールカウンセラーの在校日について 
９月は、９月４日(木)、１８日（木）です。子どもたちの心のケアだけではなく、 

保護者から、お子様に関する相談も伺っています。 

スクールカウンセラーの高原佳子先生に相談したいことがありましたら、学級担

任、担当の江澤、養護教諭の市原または、教頭宛にご連絡ください。 

 

 

この夏に大きく報道されているように、今年は太平洋戦争が終結して 80 年の節目となります。

太平洋戦争は、軍人だけではなく民間人を多数巻き込んで 

約３１０万もの人が亡くなった悲惨な悲惨な戦争でした。 

「安らかに眠ってください 過ちは繰り返しませぬから」 

広島の原爆死没者慰霊碑に刻まれている言葉です。 

戦争で亡くなった方々へ追悼の思いをはせ、平和の大切さを 

かみしめたいと思います。                  

戦後80年を考えるにあたり、広島の原爆についての2冊の 

絵本を紹介します。（この本は1階の「読書コーナー」においてあります。）  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平和の大切さをかみしめて  ～戦後 80年～ 

◎「絵本 まっ黒なおべんとう」 
          児玉辰春 作 長澤 靖 絵  新日本出版社 

 1945年8月6日広島市街に原爆投下。 

  建物疎開の作業にでかけたまま、しげるは二度と帰ってこなかった。 

  原爆資料館にある弁当箱に秘められたかなしいお話。(本の裏書きより) 

  

「白骨がたーくさんならんだ中を『しげるー、しげるー』いうてさがし歩い

て、ふとうしろをみると、その中の一つが『おかあさーん』とよんだ気がした

のよ。」（本文より） 

     ⬅写真：焼け焦げた弁当箱 

◎「伸（しん）ちゃんのさんりんしゃ」 
           児玉辰春 作 おぼ まこと 絵  童心社 
あの日、さんりんしゃとともに、一人の少年が原爆にあった・・・。 

戦後40年、あかさびたさんりんしゃが語るヒロシマ。(本の裏書きより) 

     

「『だれかきてーっ！』おばあちゃんが、おおきなこえでさけびながら、なん

かをひっぱりよる。かけつけると、伸一がおおきなはしらのしたじきになっ

とる。きみちゃんはみえんかった。（中略）伸一は手にさんりんしゃのハンド

ルのにぎりをもったまま、かおはふうせんのようにプカプカにふくれあが

り、ほうぼうからちがながれでよる。」（本文より） 

⬅写真：伸一ちゃん（3歳）、姉の路子ちゃん（7歳）と三輪車 


